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開催後記

• ４年ぶりの対面形式で開催したシンポジウムは、多くの医療者、府市民の方にご
参加頂き、盛況に終えることができた。当日、応援に駆けつけて頂いた理事の皆
様に深謝申し上げたい。

• 特別講演の守山先生からは、日本の透析医療の素晴らしさを力説しつつ、そのう
えで、認知機能低下や透析をしても予後延長を見込めない方については、透析を
しないという選択肢も医療者、患者家族と一緒に考える土台ができたという話が
あった。

• パネルディスカッションでは、鉾立先生から、長年透析をして亡くなった遺族を
招いてのビリーブメントカンファレンスについて紹介された。遺族の想いととも
に医療者にとっても癒しの場になり、次に活かす取り組みであると報告された。
参加した医療者からも、ぜひこのカンファレンスを自院に持ち帰って実現したい
という声が上がった。

• 演者二人に加えて、パネラーとして青木理事、家原理事、岩井事務局長、荒木理
事からも豊富な経験に基づいて貴重なコメントを頂いた。

• 今回、CKMと合わせて「死」というものを推進協シンポジウムで初めて取り上
げた。これまでのシンポジウムは、どうやって生きるか？どうすれば健康でいら
れるか？をテーマにして開催してきたが、透析患者、腎不全患者さんの寿命の長
さから、今後もこういったテーマも重要ではないかと感じた。

文責：推進協理事 八田 告


	スライド 1: 2022年度 
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 開催後記

